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平成２４年３月４日 

 

報 告 書（案） 

 

山本作兵衛氏の炭坑記録画並びに記録文書の保存・活用等検討委員会 

保 存 調 査 検 討 部 会 

活 用 調 査 検 討 部 会 

受入環境調査検討部会 

記 念 式 典 検 討 部 会 

 

Ⅰ 検討委員会全体 

１ 本検討委員会の概要 

  ⑴ 検討委員会設置に至るまでの経緯 

    田川市及び関係者が行ってきた世界遺産登録に向けた取組並びに結果 

田川市及び関係者が行ってきた世界記憶遺産登録に向けた取組並びに結果 など 

⑵ 検討委員会設置の目的 

⑶ 検討のステップ 

   検討事項の優先順位 

   各専門部会間の役割分担 など 

⑷ 検討委員会委員等 

   検討委員会会長、副会長、委員及び特別顧問一覧表 

２ 本検討委員会の検討結果 

  ⑴ 保    存 

 ⑵ 活    用 

   ア 山本作兵衛コレクションの活用に係る検討方針 

   （ア）検討の方向性 

（イ）検討結果の活用方法 

イ 学び・伝え・継承するための仕組み 

（ア）前提となる「５つの視点」 

   （イ）将来的な活用イメージ 

 将来的な活用イメージ図 

山本作兵衛・世界記憶遺産センター（仮称）の機能 など 

（ウ）「５つの視点」を踏まえた「学びの仕組み」 

（エ）「学びの仕組み」実現のための計画書 

ウ 来訪者への「学びの仕組み」の落とし込み 

（ア）目   標 

 来訪者に対し、どのような状態になって欲しいか など 
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（イ）来訪者がエコミューリズムを体験する仕組み構築までの段取り 

a 学びの仕組みの具体化 

b 学びのたびの具体化（他の観光資産との組み合わせ含む） 

c プロモーション 

d ＰＤＣＡサイクル 

（ウ）落とし込み実施のための計画書 

（エ）今後の課題 

エ 教育（主に小・中学校を対象とした学校教育及び市民を対象とした生涯学習）

への「学びの仕組み」落とし込み検討 

（ア）目   標 

 教育を受けた学生・市民に対し、どのような状態になって欲しいか など 

（イ）学校教育への落とし込みの仕組み 

a 検討組織 

b 教材及び教育プログラムの開発 

c 独自科目の設置 

d 教員に対する研修 

   （ウ）生涯学習への落とし込みの仕組み 

a 想定される活動 

（エ）落とし込み実施のための計画書 

（オ）今後の課題 

  ⑶ 受入環境整備 

   ア 検討方針 

（ア）現状と課題 

（イ）検討の対象範囲と論点 

イ 石炭記念公園の整備構想 

（ア）石炭記念公園のあり方 

（イ）公園の整備構想案 

（ウ）実現に向けたアクションプラン 

ウ 交通誘導 

（ア）具体的な施策 

（イ）実施のアクションプラン 

エ 今後の課題 

 田川市内における宿泊機能の向上 など 
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⑷ 記念式典 

 ア 開催計画の検討方針 

   世界記憶遺産に登録された「山本作兵衛氏の炭坑の記録画並びに記録文書」は、

本市や市民の財産であると同時に、ユネスコの世界記憶遺産保護の一般指針には

「世界記憶遺産とは、・・・現在及び未来の世界共同体に残された過去からの遺産」

とあることから、「市民の共通認識」「国内外への情報発信」「次世代への継承」の

３点を主眼において趣旨やテーマ、開催内容等、開催計画の検討を行った。 

イ 開催計画 

 （ア） 趣旨 

     趣旨については、世界記憶遺産の保存と活用を通して、本市のまちづくり

を推進し、炭坑の歴史、文化を次世代に継承していくという総合的な将来像を

前提として、記念式典が担う具体的な目的を示す形で以下のとおり策定した。 

平成２３年５月２５日、田川市及び福岡県立大学が共同で申請していた 

山本作兵衛氏の炭坑記録画等が世界記憶遺産として正式に登録されたこと

を受け、その意義を踏まえ、炭坑文化等に係る国内外への情報発信を積極的

に行うとともに、今後は当該記憶遺産の活用を図り、田川市石炭記念公園を  

日本の炭坑文化の象徴として位置づけ、世界に誇れる炭坑文化の交流拠点と

して賑わいを創出し、さらに、本市の観光振興や地域経済の活性化など幅広

く本市のまちづくりに繋げていく必要がある。 

同時に、我が国の戦後復興と近代化産業の根幹を成した炭都田川の歴史的

意義、炭坑文化等を次世代へ継承するため、山本作兵衛氏の炭坑の記録画等

を通して歴史、文化等にふれる機会を設け、ふるさと「田川」への郷土愛、

誇りや自信を持って、その価値を守り育んでいく機運の醸成を行うなど幅広

く本市の人づくりに繋げていくことも必要である。 

以上のことを踏まえ、この世界記憶遺産の登録に際し、市民の世界記憶遺

産に対する共通認識の形成と記念式典を契機とした国内外への情報発信の 

推進、次世代への記憶の継承を目的として記念式典をとり行う。 

 （イ） テーマ 

テーマについては、記念式典を、世界記憶遺産に登録された記録画等が市

民の財産であるという共通認識を形成し、今後の活用、地域活性化に繋げて

いく機運を深める場とし、また、この登録記念式典を契機として、国内外へ

の情報発信と次世代への継承を目的とする、開催趣旨を表すものとして以下

のとおり策定した。 

なお、同テーマを国外へ向けて発信できるよう、英文を併記することとした。 

「作兵衛さんから世界、そして未来へ ～記憶の継承～」 

「From Sakubei to the World, and to the Future ～ Inheriting the Memory ～」 
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（ウ） 主催 

主催者については、世界記憶遺産の登録を受けた記録画等を所蔵する田川

市、田川市教育委員会及び福岡県立大学並びに田川市議会、本市が設置する

山本作兵衛氏の炭坑の記録画並びに記録文書の保存・活用検討委員会で構成

することとした。 

田川市、田川市議会、田川市教育委員会 

福岡県立大学 

山本作兵衛氏の炭坑の記録画並びに記録文書の保存・活用検討委員会 

（エ） 共催・後援 

共催・後援については、検討委員会委員の所属団体、報道機関等を中心に

依頼することとした。 

（オ） 日程 

日程については、世界記憶遺産の登録を祝う大規模な記念式典として、  

節目、縁のある月日との関係性や、必要となる準備期間を考慮した開催日の

設定が必要であるため、「登録後直ぐ」、「年内」、「平成２３年度内」、「平成  

２４年度中」の区分で検討することとなったが、必要となる準備期間を考慮

すると「年内」は非常に困難であり、「平成２３年度内」についても、既に各

種記者会見や登録記念原画展及び開催セレモニーが行われ、お披露目や簡易

なセレモニー等が実施済みであることから、強い選定理由とはなり得なかっ

た。「平成２４年度中」については、山本作兵衛氏の生誕月（１２０年）及び

世界遺産の登録がともに５月（5/17、5/25）であり、また、各専門部会での

検討及び計画の策定が、平成２４年度の当初で概ね完了する見込みであった

ため、節目、縁のある日が含まれる５月中の日程で定めることとした。 

以上の点及び市内の各種行事の開催状況を考慮し、以下の日程で開催する

こととした。なお、時間帯については海外及び東京都等、遠方からの来賓の

事情を考慮して、午後からの開催とした。 

平成２４年５月１３日（日） １３時００分開式予定 

 

【参考：平成２３年度内に行われたお披露目や簡易なセレモニー等】 

日程 内容 

平成２３年５月２６日 登録連絡後の緊急記者会見 

平成２３年７月 ７日 世界記憶遺産ロゴマーク受領の記者会見 

（６月２９日ロゴマーク受領） 

平成２３年８月 ４日 認定書受領の記者会見 

（ユネスコ及び高木文部科学大臣のメッセージ披露） 

平成２３年９月１６日 登録記念原画展開催内覧会（報道対象） 

平成２３年９月１７日 登録記念原画展開催セレモニー（テープカット） 
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（カ） 会場 

    会場は、本市の施設で、相当規模の式典開催が可能である田川文化センタ

ー（田川市、管理は指定管理者）とした。 

田川文化センター（福岡県田川市平松町３番３６号） 

（キ） 開催内容 

a 構 成 

構成については、２部構成（休憩１０分）とし、第１部で厳粛な式典、   

第２部でシンポジウム、アトラクション等を行い、全体を通してメリハリのある

進行とした。 

b 時 間 

時間については、聴衆の心理的効果を考慮し、３時間程度とした。 

c 次 第 

部 内容 時間 

1 開式 3分 

2 主催者紹介及びあいさつ 15分 

3 来賓紹介 5分 

4 来賓祝辞 10分 

5 祝電披露 3分 

6 感謝状贈呈 10分 

第
１
部 

7 閉式 3分 
 休憩 10分 

8 ミニシンポジウム 60分 

9 児童・生徒からのメッセージ 15分 

10 福岡県立大学学生の研究発表 10分 

11 マスコットキャラクター等披露 20分 

12 ビデオ上映 3分 

第
２
部 

13 アトラクション 25分 

司会進行（各種案内等） 5分 

所要時間合計                （3時間 17分） 197分 
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⑸ そ の 他 

ア 今後の推進体制案 

イ 研究機関創設案 

ウ 情報発信案 

エ 資金調達の手法案 

３ 関 連 資 料 

 ⑴ 第１回会議 

  ア 資  料 

  イ 会 議 録 

 ⑵ 第２回会議 

  ア 資  料 

  イ 会 議 録 

 ⑶ 第３回会議 

  ア 資  料 

  イ 会 議 録 

 ⑷ 第４回会議 

  ア 資  料 

  イ 会 議 録 
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Ⅱ 各専門部会    

 １ 保 存 調 査 検 討 部 会 

  ⑴ 概   要 

ア 目    的 

   イ 検討ステップ 

ウ 部 会 員 等 

    部会長及び部会員一覧表 

  ⑵ 関 連 資 料 

  ア 第１回会議 

  （ア）資  料 

  （イ）会 議 録 

  イ 第２回会議 

  （ア）資  料 

  （イ）会 議 録 

 ２ 活 用 調 査 検 討 部 会 

  ⑴ 概   要 

ア 目    的 

   イ 検討ステップ 

ウ 部 会 員 等 

    部会長、副部会長及び部会員一覧表 

  ⑵ 関 連 資 料 

  ア 第１回会議 

  （ア）資  料 

  （イ）会 議 録 

  イ 第２回会議 

  （ア）資  料 

  （イ）会 議 録 

  ウ 第３回会議 

  （ア）資  料 

  （イ）会 議 録 

  エ 第４回会議 

  （ア）資  料 

  （イ）会 議 録 

  オ 第５回会議 

  （ア）資  料 

  （イ）会 議 録 
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 ３ 受入環境調査検討部会 

  ⑴ 概   要 

ア 目    的 

   イ 検討ステップ 

ウ 部 会 員 等 

    部会長、副部会長及び部会員一覧表 

  ⑵ 関 連 資 料 

  ア 第１回会議 

  （ア）資  料 

  （イ）会 議 録 

  イ 第２回会議 

  （ア）資  料 

  （イ）会 議 録 

  ウ 第３回会議 

  （ア）資  料 

  （イ）会 議 録 

  エ 第４回会議 

  （ア）資  料 

  （イ）会 議 録 

  オ 第５回会議 

  （ア）資  料 

  （イ）会 議 録 
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 ４ 記 念 式 典 検 討 部 会 

  ⑴ 概   要 

ア 目    的 

  山本作兵衛氏の炭坑の記録画並びに記録文書が、ユネスコの世界記憶遺産に登

録されたことを祝福する記念式典の開催について、開催方針及び開催内容を検討

する。 

   イ 検討ステップ 

   （ア） 現状把握（他自治体の事例把握） 

   （イ） 部会運営方法の検討 

   （ウ） 部会長、副部会長の選出 

   （エ） 開催計画の検討 

   （オ） 開催内容の検討 

ウ 部 会 員 等 

役職 名前 所属等 

部会長 名和田   新 福岡県立大学学長 

副部会長 高 瀬 春 美 田川市議会議長 

部会員 森 山 沾 一 福岡県立大学人間社会学部長 

部会員 松 岡 博 文 田川市副市長 

部会員 佐 渡 文 夫 田川商工会議所会頭・田川市観光協会長 

部会員 藤 春 秀 徳 田川青年会議所理事長 

部会員 大 宅 俊 一 田川市区長会会長 

部会員 久 永   明 福岡県立大学生涯福祉研究センター長 

部会員 高 尾 美津子 田川文化連盟 

 

  ⑵ 関 連 資 料 

  ア 第１回会議 

  （ア）資  料 

  （イ）会 議 録 

  イ 第２回会議 

  （ア）資  料 

  （イ）会 議 録 

  ウ 第３回会議 

  （ア）資  料 

  （イ）会 議 録 

  エ 第４回会議 

  （ア）資  料 

  （イ）会 議 録 


